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■ 近世統一政権による寺社造営の展開

■ 歴史的建造物・伝統的町並みの調査

■　建築と、技術・社会・時間などとの関係性を探る 

「建築遺産が現代のわれわれに及ぼす影響力は大変大きい。極端に言えば、建物は建てられた翌日から建築遺産のひとつとなって
われわれの生活環境を形成しはじめるのである。そうした過去の遺産にとり囲まれているのが都市であり、またわれわれの生活
だということになる。それだけに、建築遺産をどのように扱うか、別の表現をとるならばどのように過去の建築遺産とつき合う
かは、生活環境や都市環境を決定してゆくうえで極めて大きなポイントということになろう。」
（鈴木博之『建築の七つの力』鹿島出版会、1984 年）
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これらの間にどのような関係をみいだすことができるのか？

建築同士の関係の発見

■　史資料の分析 

「萬明寺本堂普請願案」（萬明寺所蔵）

「堂上ひとり案内」（京都橘大学文学部歴史遺産学科所蔵）

福正寺本堂（大阪府泉佐野市）野帳
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井伊神社（滋賀県彦根市）本殿断面図 小田家住宅（山口県柳井市）

登谷伸宏「秀吉政権と東山大仏殿の造営」（『日本史研究』698、2020 年）
登谷伸宏「秀吉政権による堂塔移築とその背景」（『建築史学』85、2025 年）

醍醐寺金堂（京都市）（『醍醐寺大観』第１巻、
岩波書店、2002 年）

本願寺御影堂断面詳細図（『重要文化財　本願寺
大師堂修理工事報告書』）

史資料の多様性　古文書・古記録、指図、絵画史料、金石文
などさまざまな史資料から情報を読み取る

椎寺薬師堂復元桁行断面図（『重要文化財四
天王寺六時堂修理工事報告書』）

建築はなぜ、どのようにして建てられ、時間の経過とともにいかに変化したのか？

https://profs.provost.nagoya-u.ac.jp/html/100000038_ja.html
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飛田 潤 TOBITA, Jun
減災連携研究センター

地震工学・防災研究グループ

建築構造、地震工学、防災

振動実験、振動計測技術

地震観測、地震防災システム

名古屋高速東山トンネル建設工事

長周期地震動に影響する
地震基盤深度の分布と
地震観測点配置戦略

光ファイバセンサー

超高層建物の建設中・解体中の振動特性

日本における初期の免震建物の開発（1985～東北大学） 免震建物の実大振動実験環境（2014～名古屋大学減災館）

免震建物↓

非免震
建物
↓

建物全体を加振する油圧ジャッキ

超高圧電子顕微鏡の微振動障害対策 超精密機器の実験施設の建設支援

名古屋地下鉄名城線
シールドトンネル掘削

データサーバ画面
MEMS地震計・ネット接続機器開発

使用状態の免震装置の特性計測

防災重要施設のモニタリング

表層地盤の揺れやすさの分布と
地震観測点配置戦略

展示状態の日本刀の振動実験

展示状態の日本刀の地震時挙動を表現するモデルの開発

東日本大震災の研究施設の室内被害

フリーザーの
ラッシングベルト
による固定

機器の床固定



南海トラフ地震に対する 護 雅史（MORI Masafumi）
東海地域の被害を軽減のために 災害対策室／環境学研究科（協力）／環境土木・建築学科（協力）

本研究では、地盤震動特性を分かり易く可視化できる「携帯砂場模型」の開発を行っている。
これは砂場遊びのように地形を作りその標高分布を元に災害関連の各種地形量を計算し、砂に
投影するツールである。

地形スキャニングとプロジェクションを用いた
災害危険度を実感できる携帯砂場模型の開発

南海トラフ地震に対する東海地域の被害を最大限に低減するための耐震工学・地震工学・地震防災分野の様々な研究を実施
常時微動記録を用いた振動特性分析に

地動と風外力が与える影響少人数・迅速・高効率・高確度建物被災判定システムの構築

教材の全景

砂模型から読み
取った標高の
プロジェクション
マッピング

切盛地盤の
模型作成

本研究では、対象地域に立地する建物群を、振動特性、耐震性能や建
築年代等に従ってグループ化するとともに、地震観測による建物モニ
タリングと事前の地震応答解析による被害予測結果との連携により、
発災時における多数の建物の迅速で確度の高い被害推定を行うこと目
的としている。

ジャイロセンサーを用いた地盤と建物の動的相互作用実験
模型教材の開発

表層地盤特性の違いが地盤−杭−建物
連成系の地震時応答に及ぼす影響

2025.4 作成

＋ ＝
倒立振り子の特性 軟弱模型地盤の特性 軟弱模型地盤上にある

倒立振り子の特性

ジャイロセンサーの概要 振動教材模型の外観

本研究では、動的相互作用現象である
スウェイやロッキングが同時に計測で
きる建物と地盤の模型、及びセンサー
を活用・作成し, 振動の様子を目で見る
とともに, 実際に計測した波形を分析す
ることによって, より直感的に動的相互
作用が理解できる教育教材の開発を目
指している。

簡易解析モデルと理論式に基づく
強震動に対する建物転倒評価

高層S造建物及び中低層RC造建物を対象に、建物への入力 (地盤
と風) と振動特性分析結果の相関を検証し、常時微動記録による
振動特性分析の信頼性向上を図る。

杭基礎建物について強震動に対する杭や周辺地盤, 建物
の状況による建物転倒可能性を、非線形地震応答計算
による解析的検討及び、エネルギー指標による理論的
検討を杭-地盤系の剛性や強度をパラメータとして行う。

解析モデル

地震エネルギー入力と転倒
可能性との関係

地盤ばね剛性と転倒可
能性との関係

風速・風向の計測結果と常時微動計測実施時間

建物への入力と誤差の最小値との関係提案する建物群の地震時被害推定手法

建物群のグループ化に資する基礎的知見を得ることを目的として、杭基礎
建物を対象に、せん断波速度や表層地盤厚といった表層地盤特性の違いが
地盤−杭―建物連成系の地震時応答に及ぼす影響を解析的に明らかにする。

検討に用いた地盤−杭―建物連成系
解析モデル 杭の最大応答曲げモーメント分布

杭−建物連成系の最大応答加速度分布
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